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₁．はじめに
　まちづくりという言葉は、近年多様化してきてい
るが、もともとは都市計画が出発点である。先頃、
東京大学に「まちづくり大学院」が作られたが、そ
の母体にあたる都市工学科の系譜としては、当初、
衛生工学の領域と土木の交通計画の領域を扱ってい
た。インフラ整備の重要性から、都市計画の中で上
下水道整備や道路整備等が行われてきた。まちづく
りの学問的な歴史的背景を考えると、公共交通網で
ある鉄道に注目することは、まちづくりの根本に立
ち返る機会といえる。
　まちづくりの法律として、いわゆる三法と呼ばれ
る都市計画法・大店立地法・中心市街地活性化法が
ある。さらに新しい法律として歴史まちづくり法が
制定された。そのため、島根県内でも歴史まちづく
りへの取り組みが重要な時代が到来している。
　松江市の都市計画行政の画期的な所の一つとし
て、行政組織が土木部と教育委員会と松江城国宝化
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推進室の共通部分を整理統合し、歴史まちづくり部
と名称を改め、まちづくり文化財課等という部署を
生み出した点が挙げられる。国の歴史まちづくり法
制定に伴い、島根県内では、松江市と津和野町にお
いて歴史的風致維持向上計画が策定されている。歴
史的風致は制度上、「Historic Landscape」と訳さ
れていることから、伝統的町並み景観は重要な位置
づけにあると考えられる。
　４年制大学における初年次ゼミの効果としては、
河合塾による調査結果が知られており、全国的にも
１年次の学生にゼミ教育を導入するのが近年の傾向
と言える。同様に短期大学においても、１年次から
のゼミ配属というのは増えてきている。本学の場
合、総合文化学科の初年次ゼミは、文化資源学系、
英語文化系、日本語文化系の学生を機械的に分けた
クラス配属のため、学びたい専門領域の異なる学生
の集まるメンバー構成となる。本学での初年次ゼミ
導入から10年目になるが、多くの学生が、歴史に
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関する題材ついては、共通して関心の持てる分野だ
ということが、ゼミ課題への取り組みからわかって
きた。
　PBL（Project Based learning）への取り組みが
全国的に高まっているのは周知の通りである。以
前、旧松江市都市計画部まちづくり推進課の事業
「大学生チャレンジショップ事業」に二年続けて参
加し、学生自身による商品づくりや、広報、店舗営
業まで一貫して取り組んだことの効用は大きかっ
た。その際に用いた教育効果の評価軸を用い、初年
次教育実践の特徴について示すのが本報告の目的で
ある。
　昨年度、山陰の４大学（鳥取大学、鳥取環境大
学、島根大学、島根県立大学）向けの、JR西日本
米子支社からの学生向け新規事業である地域活性化
のための学生プロジェクトに取り組んだ結果につい
て報告を行う。
₂．プロジェクト実施状況
１）山陰みらいドラフト会議
　平成27年４月に募集開始された西日本旅客鉄道
株式会社米子支社主催の新規事業である。主旨は、
寝台特急「トワイライトエクスプレス瑞風」の運行
開始に向けた山陰地域の盛り上げプランに関する学
生コンテストである。山陰地域自体の活性化を目指
す意図が含まれており、よい提案は採用されるとい
う話であった。
　このプロジェクトの背景には、JR九州が寝台特
急による地域住民との連携を図っており、既に一定
の成果を上げていること、JR西日本の他支社で既
に大学生の参加による旅行プラン等の提案企画を実
施していたことが挙げられる。
　参加チームは、鳥取大学１チーム、鳥取環境大学
２チーム、島根大学２チーム、島根県立大学短期大
学部１チームの計６チームであった。ほとんどの
チームは３回生が主であった。人数も本学が最も多
く１年ゼミ生11名で参加した。この事業の特徴と
しては、各チームにJR西日本からの大学別に２名
ずつの専属担当者がついた。半年間、短大の授業時
間に合わせての来学や相談など、支援体制が手厚
かった。また、調査費が支給されたため、学生の自
己負担無く現地調査に出掛けることが出来た点も大
きい。
２）日程概要
　この事業に関する本学学生の活動及び教育実践
は、平成27年４月～12月の間である。週１回の初
年次ゼミ（本学ではチュートリアルⅠ・Ⅱという科
目名で実施している）の時間に加え、放課後の課外
活動、さらに土曜・日曜に現地調査を行った。
　他大学との共通日程は、平成27年６月26日のJR
西日本及び日本旅行による中間ヒアリング、10月
９日の報告書の提出、11月23日の公開プレゼンテー
ションであり、それ以外の作業スケジュール設定は
各チームに任されていた。
　
₃．伝統的町並み景観調査
１）調査対象地
　調査対象地の選定にあたっては、出雲市出身の学
生が出雲大社周辺ではなく、約６㎞離れた場所に位
置するJR出雲市駅周辺の魅力を調べたいと述べた
ことを踏まえ、江戸時代の町並みが残る出雲市の今
市と、隣接する大津を取り上げた。
　国宝出雲大社と、国の重要文化財である美保神社
の両方を参拝する「ゑびすだいこく両参り」という
御利益があると伝えられている参拝方法にスポット
を当て、米子方面からの位置関係も鑑み、古事記の
時代には既にまちが形成されていたと言われる松江
市美保関を比較対象地とした。
　町並み景観に関わる現地調査については、商業都
市として米子市中心部を追加実施した。尚、調査方
法は、文献調査と現地踏査を行った。
２）出雲市今市・大津
　調査日：平成27年７月19日・９月１日
　出雲市駅周辺部は、もともと今市という地名の場
所で、JRから一畑電車への乗換の場所としても重
要な役割を果たしている。道路拡幅整備が行われて
おり、新しい建築物に変わっている部分と、昔なが
らの住宅の連なる地域の両方が見られる。高瀬川沿
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いの修景状態も良く、風情のある町並みが特徴的で
ある。
　大津は江戸時代には形成されたまちだと言われて
おり、旧街道沿いに歴史的建造物が建ち並んでい
る。特に大津瓦と呼ばれる左桟瓦は、現在は島根県
内でほとんど製造されていない貴重なものである。
一般的な桟瓦は右桟瓦といい、湾曲が左右逆になっ
ている。入手困難で簡単に葺き替えられないが故
に、古い痛みかけた屋根瓦の住宅が多く残り、より
歴史を感じさせる伝統的町並み景観が形成されてい
る。尚、左桟瓦については、追加調査を行いながら
研究を継続中である。
３）松江市美保関
　調査日：平成27年６月29日・９月２日
　歴史まちづくり法に基づく松江市歴史的風致維持
向上計画の重点区域である美保関は、日本書紀にも
登場する程、歴史的背景のある港町である。国の登
録有形文化財である灯台、旅館２棟、井戸もあり、
しまね景観賞を２種類受賞している青石畳通り、さ
らには二基の石造の常夜灯など、伝統的町並み景観
要素の宝庫として島根県内で屈指の場所である。
　平成27年度は、２年生の住居・生活資源ゼミ９
名による卒業研究「松江市における伝統的住居と歴
史的環境資源に関する研究」の調査の一部を、この
地域で同時並行により実施した。
４）JR米子駅及び北部中心市街地
　調査日：平成27年10月４日
　山陰で商業の町といえば米子と言われている。幕
末から現代までの農具や教具が豊富に展示されてい
る山陰歴史館の見学や、駅北部に残る伝統的町並み
の探索を行った。さらに、新しい景観まちづくりの
提案として夜景の検討を行うべく、JR西日本米子
支社最上階の６階からの夜の景観を確かめた。
　１年次の春休みから就職活動が始まるという過密
なスケジュールの短大生にとっては、社会活動とし
て、企業社屋に足を踏み入れ、業務の打合せをする
という得難い経験になった（図１）。
₄．景観まちづくりの提案
１）まちづくりのコンセプト
　学生達で話し合った瑞風運行を契機とした地域活
性化のためのまちづくり提案コンセプトは「人の温
かさとあいさつから始まる地域とのコミュニケー
ション『おちらといかこい爽風』」に決まった。出
雲弁で、「おちらと」はゆっくり、「いかこい」は行
こうよという意味を指す。「爽風」は、寝台特急瑞
風のイメージを造語で産み出した。英語文化系の学
生による「爽風」の意訳は "Cool Communication" 
になった。これは、本学のアメリカへの海外研修に
参加した学生が、"Cool" の指し示していたものと
の共通項を、今回のプロジェクトで感じたからだと
いう。
　寝台特急トワイライトエクスプレス瑞風に載って
きた旅行客と地元の人とのあいさつや会話を通し
て、双方に山陰で気持ちよくすごしてもらいたいと
いう思いが、ゼミ学生達の共通認識となって、この
プロジェクトは進行した。
２）伝統的町並み景観の見所
　伝統的町並み景観の左桟瓦は、調査対象地の出雲
市大津と松江市美保関、さらに学生の調査で松江市
歴史館でも使われていることがわかり、島根の地域
特性を示す要素として発表した。
　美保関の青石畳通りの景観については、雨天時に
濡れて青く綺麗にみえることを写真で比較対照する
プレゼンテーションを行った。
図１　米子支社での打合せ
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　出雲市今市・大津の町並みでは柳並木が特徴的な
水辺空間の修景と、歴史的建造物の連続性による伝
統的町並み景観形成の良さを取り上げた。
３）景観まちづくりの提案内容
　津和野に実在する景観に配慮した自動販売機の事
例を授業で紹介した。鯉の見学場所の地図も掲載さ
れている一台限定特別仕様の自動販売機である。現
実性の高いアイデアとして、それを参考にして、多
数の自動販売機を瑞風の車両と同じ色に塗装するこ
とによる景観形成を提案した。
　壮大なアイデアとしては、宍道湖外周を夜にライ
トアップする提案をおこなった。本学の照明実験室
において、多数の照明器具の点灯比較を行った結
果、学生達は、青味がかった白色ライトが、宍道湖
のイメージに合うと選択した。ただし、具体的な点
灯器具や照射方法の提案までは時間不足で到達しな
かった。
　JRの駅舎への提案としては、自由に書き込める
黒板の復活を挙げた。その駅周辺の見所や特徴、例
えば「張り子の虎」のような名物等を、乗降客に向
けて住民が書き込むというアイデアを提案した。
₅．学生の能力伸長
１）報告書
　学生達は、初めて報告書という形式の課題に取り
組んだため、皆の力を合わせて、10頁の報告書が
仕上がったことの達成感がみられた。
　文献調査は、学生が個々に異なる書籍を調べて、
ゼミで発表したため、「みんなが書いた書評を見る
ことで、今まで知らなかったことまで知られて新し
い発見につながり、山陰により興味を持つことがで
きた」、「興味が湧いてくることで、プロジェクトを
進めていく上で役立つこともたくさんあった。例え
ば、現地調査に行った時に、知識をちょっとでも
知っているだけでより関心が湧いた。また、知って
いる知識を実際に確かめたいという思いも生まれ
た」ということを学生自身が記述していた。
　さらに、「やはり事前調査は大切だと思った。事
前調査をしているのとしていないのでは、ずいぶん
意識が変わってくるということが分かったからだ」、
「探せばいろいろな形のものがあることが分かった。
現代は、インターネットからの情報が多く、頼って
しまっているが、実際に文献を自分で読むことの大
切さを改めて知ることができた。」という記述もあ
り、学習姿勢の向上につながった。
　報告書を作成するための話し合いで、学生自身の
気付きとして特筆すべきことは、「サービスのポイ
ントを考えるため、思い浮かんだことは田舎、海、
出雲大社、平成の大遷宮、宍道湖、自然が多い、し
じみ宍道湖七珍、醤油、雨が多い。意見を出し合っ
て気づいたことは、思ったよりあまり思い浮かぶこ
とがなかった。『島根県出身だが島根県の良いとこ
ろを知らない。』」、「県外出身の学生から見た島根県
も知ることができた。例えば雨が多いは県外出身の
学生が言わなければ私は気づかなかった。」という
ように、自分以外の立場からの物事を見る客観的な
視線の重要性を、学生同士で学び取る機会となった
点である。
２）プレゼンテーション
　発表手法は自由であった。持ち時間は、どのチー
ムも12分間と定められていた。学生達の話し合い
の結果、複数の手法を用い、パワーポイントの説明
に加えて、インタビューや、寸劇、ＣＭ等を取り入
れた。台本準備にあたっては、本学のパソコン環境
として学内サーバーに作業用の共有フォルダを作
り、その中のファイルにメンバーが上書きしていく
方式を選択した。
図２　公開プレゼンテーション
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　当日の発表に対する主催者側の関係者のコメント
としては、全員参加型のプレゼンテーションである
点が評価されていた。
₆．まちづくり教育上の効果
１）時間軸
　当初は授業で取り組んだこともあり、課外での取
り組みは見られなかったが、徐々に自発的に課外時
間に集まって作業をするようになった。プロジェク
ト後の学生の感想として「私は人前で自分の考えを
発言するのが苦手でしたが、今回のプロジェクトを
通して少し慣れることができました。また、知識を
つけ、深めるだけでなく、これからの自分にとって
役立つ力を身につけることができてよかったと思い
ます。」や、「JRのプロジェクトに応募すると聞い
たときは、自分たちは何をすればいいのだろうかと
困惑したけれど、このプロジェクトは山陰の素晴ら
しいところを多くの人に知ってもらえると分かり、
最後まで頑張って取り組もうと思いました。島根に
生まれて住んでいる私が知らなかった島根の良さが
知れたことが、私の中で深く印象付けられていま
す。」というものがあり、半年のプロジェクト参加
という時間の経過による成長の跡がうかがえる。
２）地域空間軸
　今回のプロジェクトと、福祉住環境分野の学習も
兼ねて課題を出した。内容は、５月休み中に出掛け
た駅舎の写真を撮り、良い所を見つけることと、改
善点を探し出し、パワーポイントで発表会を行っ
た。発表会があることで、他の学生の発表から多様
な着眼点を知ることができるため、教員に提出する
ことで完了する課題に比べると学習効果がある。
　学生達が調べてきた駅の立地から、同じ島根県内
の駅の違いや、どの駅にも共通して見られる課題が
見出されるため、地域空間把握の一つの手法として
駅を題材とする意義があると考えられる。
　山陰の鉄道は、ほぼ単線であるが、解説をして初
めて、複線との違いに気付いた学生も多い。県内に
は、JRと私鉄があるものの、通学で利用しない学
生にとっては縁遠いものである。また、「祖母は汽
車といいます。電車とどう違いますか」と質問され
るなど、どちらかというと車社会の島根県で取り組
む鉄道からのまちづくりは、学生にとって新しい視
点となった。
３）行政軸
　今回のプロジェクトは企業主催のものではある
が、審査員には鳥取県と島根県の知事と、行政部局
の代表者が含まれていた。学生達のモチベーション
として、知事の前での発表があることは、本学のよ
うな県立の大学では大きかった。また、６チーム順
位付けがあり３位には入れなかったが、本学及び他
２チームにも特別賞が提供され、賞状と賞品があっ
たことは、学生達の達成感につながった。
　短大生というのは、行政との接点というのが乏し
い現状にあるが、まちづくりや、このようなプロ
ジェクトと関わりのある行政部署との関わりをきっ
かけに、行政の業務を知る教育方法の検討の余地が
あると思われる。学生達に行政への聞き取り調査を
セッティングすべきであったというのが反省点の一
つである。
４）民間企業軸
　以前参画した大学生チャレンジショップ事業の際
にも気付いたことだが、事業担当者という学外の一
社会人と接することで、学生自身は、責任を持って
仕事に取り組む姿勢が高まるように見受けられる。
今回は、複数回に渡り本学まで企業担当者が来学す
る仕組みだったため、徐々に学生達も慣れていくこ
とができた。他大学と異なる短大ならではの制約に
理解を示し、様々な配慮を頂いた。
　今回の公開プレゼンテーションは、テレビニュー
スにも流れるなど、山陰地方の報道機関が注目する
イベントであった。新聞紙面の掲載も多数あり、朝
日新聞島根県版と、島根日日新聞に写真入りで取り
上げていただけた。学外の方の目にとまり掲載され
たことで、客観的に認められたという実感が学生達
に湧く。報道というのは事実を伝えるだけではな
く、報道される側に与える影響が大きいことを改め
て知った。
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５）住民軸
　学生達が見ず知らずの住民の方と接する機会とい
うのは非常に少ない。今回、松江市美保関では、居
住者の方からお話を伺う、散策中に会話をさせてい
ただく、店舗での飲食の時に話しかけられるという
普段とは違う状況があった。「おもてなしを考えた
とき、美保関に見学へ行ったとき、地元の人が喜ぶ
こと、建物や資源だけではなく、地元の人のあたた
かさが大切なことなど学ぶことができました。」と
いう学生達の記述があった。
　公開プレゼンテーションのメインコンセプトに
「挨拶」というキーワードが出てきたのは、学生達
自身が考えて決めたことで、教員としては想定して
いなかった。住民と接する場を設けることの重要性
については、学生から逆に教わった。今回に限ら
ず、島根県内では、学生達が調査に行くと、暖かく
受け容れて下さる地域が多く、ありがたい土地柄で
ある。そのことに学生自身が気付き、発表に反映で
きたことに価値があった。
６）学生軸
　島根県内は、大学が２校、短大１校、高専１校
と、高等教育機関が非常に少なく、他大学との交流
の機会も限られている。そのため、自分たちの位置
づけや、自分たちの良い所、足らない所の両方とも
わかりにくい。ある学生は、「自分たちの提案を報
告書にまとめ、他大学と一緒にプレゼンをしました
が、他のチームの発表を聞いて、プレゼンのまとめ
方や話し方などがしっかりしていてとても勉強にな
りました。」と述べており、表現方法に関して刺激
を受けたことがわかる。
　また、発表会当日は、懇親会があり、他大学の学
生に話しかけられない遠慮がちな学生もいる一方
で、積極的に交流を図る学生もいた。他チームの感
想として、プレゼンテーションの直後に、「１年生
なのにすごいね」と言われ、嬉しかったそうであ
る。参加者の中には、本学から他大学に編入学した
学生もおり、短大卒業後の活躍を知ることができる
という副産物もついてきた。そのゼミの別の学生か
らは、「自分たちは３年生だけれど、１年生でこう
いう経験ができると、今後がすごくなると思う」と
いうコメントがあった。
₇．まとめ
　初年次教育として、PBLに参画するにあたり、
伝統的町並み景観を活用したまちづくりに取り組ん
だ。山陰の出雲・松江・米子の伝統的町並み景観の
現地調査を行い、鉄道との関連性を意図した地域活
性化のためのまちづくりについて学生達がまとめた
事柄は以下の通りである。
　・挨拶の重要性
　・良好な伝統的町並み景観が保たれている現状
　・色彩や照明による景観まちづくりの提案
　伝統的町並み景観を活用したまちづくりにいて
は、持続性の確保による歴史的景観保全が重要であ
るため、今回のプロジェクトが一過性とならない方
策が必要である。
　まちづくりの教育上の効果については、前回の大
学生チャレンジショップ事業時同様に６つの軸から
みた。今後も継続して新たなPBL活動に取り組み、
比較検討を行い共通項の抽出により今後のFD活動
へ生かしたい。
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